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別  紙 １（論文博士） 

          論文審査の要旨及び審査員       （2000字程度） 
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本論⽂は，「フィールドワークを取り⼊れたICT活⽤型防災教育に関する研究」と題し，全7章で構成
されている。 

第1章「序論」では，防災教育の必要性を踏まえ，学校教育における防災教育の現状について整理して
いる。学校教育では，学習を通じて⼦どもたちが⾃らの命を守る能⼒を⾝につけられる実効性・実現性
のある防災教育が求められていることを指摘した上で，フィールドワークを取り⼊れた体験型の防災教
育をデザインし，ICTを活⽤してその活動を⽀援するシステムを開発することが⽬的であることを⽰し
ている。 

第2章「防災マップ作成⽀援システムの開発」では，初等中等教育において授業内で実施する防災マッ
プ作成のための地域探索フィールドワークを学習活動として整理し⽰している。その上で，⽣徒の情報
収集をサポートするシステムとして「FaLAS (Fieldwork and Learning Assistance System)」を設計し，
実装した5つの機能と，それぞれの利⽤フェーズについて述べている。実際に⾼等学校において防災マ
ップを作成する授業を実践し，システムが学習と授業実施を⽀援できたかを検討している。主観調査や
⾃由記述から，情報を収集して共有・閲覧する⼀連の流れを⼗分に⽀援できたこと，カテゴリを⽤いて
記録時や閲覧の際の観点を⽣徒に提⽰したことが有効であったことを⽰している。 

第3章「地域探索フィールドワークの実践」では，⾼等学校における授業実施条件を前提に，地域探索
フィールドワークを取り⼊れた防災教育の授業をデザインしている。そして，第2章で開発したFaLAS
を⽤いて授業を実践し，地域全体の災害知識の獲得への効果を検討している。主観調査から，災害に対
する⾃⼰効⼒感や防災⾏動の変化といった防災意識の向上や，地域災害知識が⾝についたと⽣徒が考え
ていることが認められたこと，事前・事後テストのスコアの変化からも地域災害知識が得られたことが
認められたことを⽰している。このことから，フィールドワークだけではなく，知識を共有し確認する
ことにより，フィールドワークで訪れたエリア以外の地域防災知識も獲得できたと考えられ，広い範囲
の地域災害知識を効率的に獲得する学びを実現できたことを述べている。 

第4章「避難訓練⽀援システムの開発」では，避難訓練フィールドワークを実施するため，学習者が主
体的に⾏動できる避難訓練のシナリオ設計を述べている。この上で，学習者に仮想的な状況を提⽰して
避難訓練を⽀援するシステム「ES3 (Emergency Situation Simulation System)」を設計し，実装した5
つの機能と，それぞれの利⽤フェーズについて述べている。 

第5章「避難訓練フィールドワークの実践」では，学習者が災害時に⾃らの判断に基づき⾏動できるよ
うになることを⽬指し，野外において⾃らの判断で避難⾏動をとるICT活⽤型の避難訓練フィールドワ
ークを取り⼊れた授業をデザインしている。そして，第4章で開発したES3を⽤いて，野外における避難
訓練とその振り返りからなる授業を⾼等学校で実践している。同じシナリオであっても学習者によって
避難場所の選択が異なっていることから，学習者が各⾃の判断で避難経路や避難場所を選択していたこ
とを⽰している。また，主観調査からは防災意識と共に，野外においても災害に備える意識や，状況を
もとに危険性や避難⾏動を⾃ら判断することへの⾃⼰効⼒感の向上が認められたことを⽰している。フ



ィールドワークにおける実際の避難⾏動と，振り返りの後に適切であると判断した避難⾏動を⽐較した
結果，全体として妥当な判断へと変化したことを⽰している。以上より，ICTを活⽤した判断学習を通
じて，防災意識の向上と，判断⼒の育成が⽰唆されることを述べている。 

第6章「ICTを活⽤したフィールドワークによる学び」では，2つのシステムの開発とその実践を踏ま
え，ICT活⽤型防災教育として得られた知⾒を整理している。経験学習のモデルに基づくと，フィール
ドワークを取り⼊れた学習活動に振り返り活動を含めることで，内省的観察と抽象的概念化を進めるこ
とに繋がると述べている。この上で， 地域探索フィールドワークと避難訓練フィールドワークを組み
合わせて実施することで，学習した地域災害知識に基づき災害状況を予期した上で安全⾏動を選択でき
るようになる学習活動を展開できる可能性を⽰している。 

第7章「結論」では，以上の章において得られた結果を述べ，総合的な知⾒として得られた結論を以下
のようにまとめている。（1）地域を探索するフィールドワークにおいて，共有した記録を含めた広域
的な情報を閲覧し⼀般化して捉える振り返り活動を含めることで，地域全体の特徴を効率良く捉えるこ
とができることを，実践を通じて明らかにした。（2）野外で実際に避難⾏動をとるフィールドワーク
を実施し，その後に⽣徒に避難⾏動を考えさせる振り返り活動によって，災害に備える意識や危険性・
避難⾏動の判断に関する⾃⼰効⼒感の醸成と共に，避難⾏動に係る主体的な判断の育成に繋がること
を，実践を通じて明らかにした。そして、（3）防災をテーマとしたフィールドワークによる学習をIC
Tによって⽀援することが，様々なメリットをもたらすと総括している。 

以上を要するに，本論⽂は，フィールドワークを取り⼊れた体験型の防災教育をデザインし，ICTを
活⽤してその活動を⽀援するシステムを開発した上で，その有効性を実践に基づいて検証したものであ
り，教育⼯学的アプローチによる防災教育の研究・実践に貢献するところが⼤きい。よって本論⽂は博
⼠（⼯学）の学位論⽂として⼗分価値があるものと認められる。 
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